
§

§

14c及 び 41c aを 用 い る年代 学 につ いて・)

山 口嘉夫

(東 海大 ・理 )

放射性 核種、 特 に 14cと 41c a、 を用 いて、 考古 学 ・人類学
(気 候 学 ◆地質学 等 へも応用 で きよう)へ の応用 (の 一 部 )を
考察 す る。 さ らに、 14cを 手始 め に、 種 々な不安 性核質 を用 いた

年代決 定 のサ ー ビス 。研 究 セン ターを構想 す る。

1 14c年 代学

1.1 は じめ に

Manhattan projectの 中か ら発見 された核 種 14cは 、 「adio‐carbon dating

に用 い られ、 考古学 ・人 類学 や海洋学等 に と って今 や必須 の もの とな った.
14cは 、 大 気中 の原子 核 に宇宙線 が衝突 して、 凡 そ2.214c/cln 2 seCの割 合
でつ くられ、 その半 減期 τl′2=5730yrに 比 べて短 い時 間以内 で、 気 圏 ・地 圏 ・

水 圏 ・生物 圏 にわ た って十分一様 に平均化 され る。

元 来 14cに よる年 代決 定 は、 古 い含 炭素資 料 よ りCを 抽 出 して、 Cを 含 むガ
ス と しpropo「tional counterに つめ て decayを 観測す ることに基 づ いて いた。
その為 に必 要 な資料 は 1～ 10gの Cを 含 む もの が必 要 で decayを 1～ 10hrsない し

それ以 長 にわ った って測 定 して きた。 因み に新鮮 な C資 料 のdecay rateは

14 decays of 14C/min ・(g of carbOn)

で あ る。 そ して例 えば 2000年前 の資料 の年 代 決定 の精度 は ± 1～2世紀 で あ った。
この精 度 を本 質的 に向上 させ ることは、 14cの decayに 依存 す る限 り困難 な こ

とで あ った.

近 年 の加 速 器の進歩、 特 に特 定 イオ ンを加 速 した後質 量分析 を行 う方式 の発

展 には 目をみ は るものが あ る。 最近 こ うした新手法 を14cそ の他放 射性核 種 の

存在 比 決定 に応用 す る途 が開 けて きた. これ に よ って、 14c年 代決定 に於 いて

は、 15mgの Cが あれば、 え 4万 年 に亘 って の年代 決 定が可 能 とな った。 技術 の

進歩 に よ り、 数 mgの Cに 基 づ き ～ lo万 年 迄 の年 代決定 ので きる日は間近 で あ
ろう。 な お decayを 測 るの と比 べて、 accelerator‐mass spectrographの とき
には、 必要 な資料 が ご くわづか (米 粒 に して数 ～ 10粒)で すむの は、 格段 に有
利な点 であ る。

・)これ は 1988年3月 9日  名古屋大学 ア イソ トープ総 合セ ン ターで開 か れ た シ ン
ポ ジ ウム 「ア イソ トープ を利用 す る年 代涸1定 の精 密 化 につ いて 」での講演 の大

要 で あ る。



この加速 ビーム に対す る質量分析 法 は、 単 に古 い年代 へ とす すめ る方 向の他

に、 古 さで は大 した ことのな い時代、 例 えば 2000年前、 の資料 につ いて年 代 決

定 の精 度 を、 decay測 定 に比 べて、 格 段 に向上 させ るとい う注 目すべ き応用 の

途が あ る。 具 体的 に 日本 に即 していえば、 縄文末 期 か ら弥 生期 にか けて 日本 で

は稲 作 が急 速 に伝 播 し発展 した.こ う した各 地 か らの米粒 の年 代 を0.1%の 精 度

で決定 で きた ら、 (系 統 的誤差 を加算 して、 結果 的 には ± 10年 にな るにもせ

よ)、 遺跡 各 層の年 代 を世代毎 に識別 で き ることにな る。 そ うなれば、 日本 最

初の米 作 は筑 紫か 出雲か、 また こう した siteと 吉 備、 大 和、 河内、 越等 の

「くに」 との前後 (世 代 )関 係 はど うかが判 る。 更 に米 の品種 を区別 で きるな

らば さ らに くわ しい伝播経路 につ いての情 報 が え られ る。 疑 もな く日本 の古 代

史 を一変 せ しめ るに足 る基礎 的情報 を提示 で きる.す ば ら しい ことで はな いか。

宇宙 線の永年変 化 (そ れ は主 に地 磁 気の 永年変 動 に基 づ くもの とされ る)に

よ り、 14cに よる年 代 と実年 代 との 間 にい くらか の差が あ る。 ここで縄文末 か

ら弥生 にか けての年 代 に おいて は、 実 年代 を ± 10年 とだす こ とに意 味が あ る

ので はな くて、 各 遺 跡の 間の年 代の差 を± 10年 で求め る ことに意義 が あ る。

こう して北 九州 と出雲や大和 。河内 の有力 遺 跡 の各層の年 代 の差 をみ ようと い

うので ある。 日本 の古代 史 に とって は、 これ で十分 意味 が あ ることで あ ろう。

§1.2 14c datingに ふ さわ しい資 料

14c datingに とって最 も好 ましい資料 は短 い時 間の間 に集 積 され た含 C物

質で あ る。 一年生 草 木の 「みの り」 で ある穀粒 は最 も望 ま しい資料 で ある。 縄

文期 の ソバ、 ヒエ、 アワ、 マ メ、 イネはこ う した もので あ る。

次 に毎年 み の る果 物 の種 や ドング リ、 クル ミな どが これ につ ぐもの で あ る.

他方、 木材 (timber)は 何年 もか か つて生長 し、 木 を切 って か ら家屋 ・家 具

・道 具 にす る まで に時間的な遅 れが あ るし、 と くに家屋 の場合 には、 平城京 か

ら長 岡京 に楼 門 。宮 閣 を移築 した例 の示す よ うに、 木その もの の年 代 と、 そ れ

が使用 され た状況 の年代 との 間 には相 当大 きな開 きがあ り得 る。

それ故一年 生栽 培植物 の種 (grain)や nu ts,seedsに も とづ く年 代決定 の

方が、 あい まいさな しにそ う したものの収 穫 され た年そ の もの を問題 にで きて、

歴史 的 な意 義 が大 で あ ろう。
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§1.3 日本 とヨーロッバの比較

ヨーロッバの grainは もちろんムギ (コ ムギ、 オオムギ等 )で ある。 ムギは

豊饒の三日月地帯東北部 (トル コ、 イラク)の 山腹で栽培化され、 東西に広が
った、 起源地 より西欧の果てイギ リスに達す るのに凡そ5000年を要 した。

他方東進 したムギは1000B C.の 頃中央 アジアよ り中国北西の周の地に伝 え

られ、 すば らしい穀物 としてたたえ られ栽培が始 まつた. 甲骨文 0金 石文 にみ

:t二縄ア糠L雷翼房し堡。農覆r与ミ.な
ギ
:喜曇暴裏糞:奪、管日ガ柔賛1

る)、 麦 (む ぎ)と な った。 因みに夕 は足 をひ きづ る姿 で あ る.

南 鮮 には 6～ 7cBC.に す でに米 作が あ り、 楊子江 下 流地 域の米 作 は 10

cBC。 にさかのぼ る。 西 日本 の米作 は南 鮮 とほぼ 同時 に は じまつて いて よい

筈で あ る。

更 に 日本 の米 作 は、 弥生以前 に北 九州 か ら青 森 に達 してい る.こ れはム ギ

の中近 東 よ リイギ リスヘ の伝播速度 よ りか な り速 いスビー ドと思 われ る。 そ れ

はまた 日本 の縄文 時代 に焼畑 を主 とす るい くつか の grainsの 栽培 が全 国 に広

が つて お り、 そ う した農 耕技術 の基 盤 が あ ったか らこそ、 イネ ー水 田稲作 一を

世界 的 にみ て稀 にみ る速 いス ビー ドで受容 し得 たの だ と考 え られ る。 日本 の考

古学者 たち は縄文期 の技術水準 を不 当に低 くみつ も る傾 向 があ る。

§1.4 イ ネの起 源 と伝播 のあ とを探 る

ムギ に比 べ ると イネの起源 と伝播、 と くに後者、 につ いての研究 は お くれ て

いる よ うに思 える。 14cを 用 いた超 精 密年 代決定 を行 えれ ば、 イネを起源 地 か

らどん な時間 的経緯 を里て、 東 南 アジ ア、 華 南 ◆華 中、 日韓へ伝播 して い った

か、 また日本 内部 での伝 播の あ とを追 跡で き る。

日本 の どこかに accelerctor―mass spectrographの す ば らしい装 置 を設 置 し、

各種 8rainと くに イネの年代決 定 の で きるサー ビス ・セ ンター がで きた ら、 す

ば ら しいこ とであ ろう.勿 論 サ ー ビス だけの為 の セ ン ター はす ぐに古 くな る。

一流 の研究 ・技術 陣 をもち、 全 国、 否、 全 世界 の共 同利 用研究 所 と して機 能 し

うるもの を併 せ も って いなければ、 forefrttntの研究 とサ ー ビスはで きまい。

名大 の この施設 をで き るだけ近 い将 来 に こ うした研究 サ ー ビス ・セ ン ター に

発展 させて も らえな いもので あ ろうか。 また、 年代 を決 定 すべ き資 料 は余 りに

も多 い。 上 にのべ た研究 ・サー ビス ・セン ター は 1つ だけでな く複 数 で き る こ

とは更 に望 ま しい こ とで あ る。 そ してそ こに アジ アの近 隣諸国 か ら関係研 究 者

が集 うて grainを 中心 に人文 か ら核 科 学 に いた る学 際的研究 を展 開 で きる 日の

一 日も早 い こ とを切望す る。
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§2 41c a

前 節 の最 後 (§ 1。4)に 構想 したよ うな projectが 発足 し軌道 にの った ら、
14cだ けでな く古代 史や地質 的 に有 意 な他 の放射性核種 の利用 に関す る研 究 も

徐 々に広げ て ゆ きた い。

その中で と くに筆者 が 関心 を もつ ものは 41c aで ある。 Caは 脊椎動物 の骨

の主成 分で あ る.地 上近 くの宇 宙線 起 源の 中性子 は生体 に吸収 され るがそ の一

部 は40c aを 41c aに か える。 生 きて いる動 物の骨 にあ っては 41c a/40c a

の比 は 10~14前 後 と推定 され る。 41c aの 半減期 は 1.0× 105yrであ るので、 4

5万 年前 の北 京原 人 やジ ャワ原 人の骨 につ き41c a/40c aの 比 を測 れば骨 自

身 に 自 らの年 代 を悟 らせ ることがで き る。 accelerator…mass spectrographの

精度 が あが れ ば、 数 100万 年 前以 降のす べ ての化石人骨 よ りその年代 を直接

決定 で きよ う。 1)ヒ トのみな らず他 の動 物 の骨 について も同様 であ る。

更 に41c aに は地質学 的な利 用 も あ る。 2)技 術 的な こ とについて は米 や西

独 で精 力的 な研究 が始 まつて い る。 3)

日本 で も こ うした研究 開発 が花開 くことを待望 す る。
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